
ま ちづ く り計 画策 定 部 会 2012-2013新 旧引 き継 ぎ会 議 議 事 録

時所 :2013年 5月 11日 (土)午 前 10時 ～12時  コ ミュニティルーム A

出席 :麿江、清水(博)、十河、車場、三村、福岡

森、吉山、和田(+)、和国個)、武藤、柳原 (記録)、森岡、山田傷 )

欠席 :安井、矢日、大矢、横山、下野

議題

1.現 理事から新理事候補への活動成果 と課題の承継のため本会合を開催 した.

出席者全員の自己紹介から始めた。

2.1東 丘版コミュニティ ,ス クールの検討」について

麿江部会長より、資料をもとに 2012年 度の活動報告 と2013年 度の活動計画が報告 さ

れた。

3.「 各団地に共通ないしまたがる課題の解決の検討部会」について

清水副部会長より資料をもとに同 じく報告があった。

なお、2012年 度第 8田 部会にて、2013年 度は次の 3つ の課題に引き続き取 り組んで

もらうことを決定 した。

①高齢者問題 (介護施設の誘致、老人クラブの設置支援、
一人暮 らし高齢者対策)

②拠点整備

③環境整備他

4,「 地域づ くり計画策定部会」は 「まちづくり計画策定部会」と改称することとした。

5.質 疑応答

(1)東丘版 コミュニティ ・スクールについて

学校 と地域が一体 となって子 どもを育むことを理想 とするが、国が進めている施策

(コミュニティスクール)と はかな り開きがある。

東町は人工的に 「作 られた町Jで 、神社、寺社など十日来型の住民の拠 り所がない町

である。そこで、町の中心とな り、元気にしていく拠 り所は学校であろうとの発想

をスター トに検討を始めた。

将来は小中高一
貫校の千里学園の設置を思い、阪大との連携、ノーベル賞受賞者の

輩出とい う夢を描き検討を進めてきたが、豊中市市民協働部の姿勢に積極性が見ら

れないこと、人中の学カ レベルや部活の少ないことなど検討課題が出積 してお り、

実現性に疑間が生 じつつある、とい うのが正直なところである。

第八中学校の生徒数を増やす ことも課題の 1つ だが、北丘小に加え、西丘小が加わ

るとなると難 しさも増す。第八中学校側 との話 く)進んでいない。

(2)浩動拠点づくりについて

東町の活動拠点については、2012年 度理事会にて必要性を確認 し、2013年 度前半

に場所、機能などを検討、後半から実施することを決定 している。拠点の場所の候

補としては、コミュニティルームの他、十日街角広場跡 (近隣センター東北角)、東町

会館の 1階 交番跡の隣ないし2階 和室がある。当部会が最初に取 り組むべき課題で

あるが、 方 、ヨミュニティルーム運営委員会にとつてモ)関わ りがあるので、この

課題について議論するため 5月 7日 運営委員会を開催 した。だが委員の関心は薄 く、

コミュニテ ィルームの現状が何 ら不都合がないのに現状を変える必要があるのかと
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の意見()あつた.し か しながら、当運営委其会の本来の 際的に照 らし再考 し、ア ド

プ ト千イー ド清掃管理業務の協議会移管を提案する工と、拠点ワ)場所の候補の一つで

あることか ら当部会の活動/｀ヽの参加を決定 した。なお、運営委員 として子ども教室、

PTAな ど実際にコミュニティルームを利用 している団体に参加項きたいので、||し`

入れ,することとなったゥ

(3)環境改善について

こぼオ1ノび連 りのあか しやの倒本問題や モDみ じ橋通 りの雑木林、深谷グラン ド法面の

整備、補修の問題は早急に手を打つべき課題であり、行政側は協議会からの申し入

れを待つている状態である。出来る物から優先順位を決めて、見える形で取 り組む

ことが大事.

その点では、環境整備は住民の意見をまとめ易 く、行政への働きかけも具体的にで

きるを 自治協議会の児え_る実績づ くりとして早ホ実行するべきJ

6.当 部会の構成 と部会長、副部会長の選出

当部会の活動を分科会的に並列的に行 うのでなく、緊急性を考慮 じ重点的に行 うこ

とを決定 した。その中で、当面緊急対応する課題を、地域拠点の整備 と環境整備 と

することとした。 し か し、他の課題についてモ)水面下で活動を進めることとし、課

題毎にゆるやかな関係性のグループ編成をし、その活動を担当副部会長に進めて頂

くことく)決定 した。

。ま',づくり計画策定部会の糸&線 :
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(注 1)議 事録作成は柳原。但 し、課題別 に行われ る会合の議事録作成は担 当外。

(と2)拠 点整備の検討に参加1頁きたい諮団体 と代表…本部会 とは別の場の議論 より

東肘r会館 (寺村、1地地、石丸他)、コミュニテ ィルーム運営委員会 (  )、 街 角

広場 (太田)、 PTA(  )、 こども教室 (  )

次回、まちづくり計画策定部会

6月 9日 (爵)午 前 10時～ コ ミュニテ ィル″―ム A

以 上
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まらづくり計画策定部会

拠点整備分科会第 1国 会議、議事録

2013年 6月 4日 (火)午 後 7時 ～9時  コ ミュニテ ィルーム A

出席 :小川会長、森部会長、キ村、出地、石丸、太四、 事 務局 :武藤、柳原 (記録)
吊 '7子

1,今 年度の初会合に際 し簡単な自己紹介の後、事務局、武藤 より、分科会の主旨説明が

行われた。

主旨説明の要約

東町の活動拠点 (仮称、東町サロン)の 整備については、昨年度 2回 のラウン ドテ

ーブルを実施 して議論を重ねた上で、3月 の理事会に設置の方向付けを諮った.

今年度は上半期に老、要な機能 と設置場所の条件を整理 し事業計画を策定 した上で

下半期か ら試行的な運用を日指す ことを理事会の承認を得て 予算の裏付 けを起こし

た 。

この分科会は、(仮称、東野サロン)の 「機能と設置場所の条件を整理し事業計画

と実施スケジュールを策定」す
べ
るのが目的です1)

拠″点となる、場所については現在、以下の 4カ 所があるが、それぞれの課題を検討

するG

※ コミュヘニティ′ルーム

※ 東町会館

※ 街角広場

※ 旧街角広場 (近隣センター北西角)

議論の進め方に付いて以下の意見交換があつた。
。(仮称、東町サロン)の 必要性についてまだ理解が進んでいない。

理事の中でも議論が満たされてお らず、住民の間には、その必要性についての情報が

伝わつていない。新任の理事 さんで今 日初めて分科会出席の方には何を議論 している

のか認識できないのではないか ?

先ず、老、要性について、認識を共有 し、将来有るべき姿を描いた上で、その実現への

進め方、方向性 (ステップ)を 次の理事会で報告するのが今 日の会議の目的ではない

かG十 分な議論なしに、拠点有 りきで、進めていくのは問題がある。

。地域 自治が機能 していくためには拠点が必要なことは既に誰 もが認めていることで

あるじ地域での役害1によつて、それぞれに必要な機能が求められ/る。1年 以上 も議論

を重ねてきた事であり、拠点の整備は前に進めるべきだ。作る前か ら全住民に芝、要性

を理角写して貰 うのは不可能で、その必要も無い。拠点での活動が見える形になれば自

然 と住民の理解は深まるのではないか。

2 ,
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。福社委員会で以前、住民の'ギヨ談窓た|を1午ち う!1た が、支1中
'!=は

拠点が共やい

そ t:_で、'Iれ!苦|ヤ)管す|!メ、■の 一打Sを枠 Ⅲ t 、`■|ブまミ■を技量 キタキ‐千づ̀ いとIイ)だが

1十二|!:エヤtでに台としている.出 来るrと から苛ことめず1ら 良いと′よ う.

・東胃丁によ、J地域の変!点とt′
‐
て、です允,上く場|ゃTと,ミュ=、テ ィルーノ、があ り、 そサしぞⅢ′い

仕与!ェう,す二を:ま至 ヒ/てお く芝、要がある。

。必要i生を理好 して責ケ亨!=車々で,ィ)支 !章で吉す十力 ごもなかなか理解 t t単|オない

解 ,や ■予ヽ函式tことフ
▽
t ittt硬をとす■方が夕子的です.1′ 11、1登Fiヤ)事例など|),1:与資料

として祭示す る′)t)よしヽ.理 解 iンてま う努力が大手、軌来れiこ“tiうf二!どが大手3

・以上の様な意見交換の後、(仮称、東町サ Tン )の 必要性につい
ヤ
(~Ⅲ、本力!i者全員

んミ合|よtンた‐

3.議 論を経て、進め方を取 り決め次[J理事会に諮ることにした。

0 ・ 低称、東hjナiコン
"の

イメージを田式化 し、必要性を現事会Ⅲ どダ)li!r会,午日

体及 tが住民の皆さんに理解 。.認識 t/てく)らえるようできる慨 り可寧な討ィ批をイ1■〔

直十(1玄r付 サヽ て■、丈辞さ|″′工ls,張サヽ した.

0 ・ 1司
｀
なやりたいのか

か
を協議会 (拠点整備分科会)の 中で嘱奄|こする,条 件 (場所、

意志、安声、家官年)!二1り設置する信キ、機材、機能などを兵外イ|!」|||く,

1試突を十ヽさんにお願いをする。

4。 次直分希会の開催

6月 13再 (本)=子i後 7i寺～  コ ミュニナィーん″―ム ふ

て井:111'わ 4事 会 !=報争 (提案)す る式本を主 よイち
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まちづくり計画策定部会

2018年 6月 9日 (日)午 前 10時 ～ コ ミュニティルームA

出席 !森部会長、十河、清水 (博)、高野、福岡、吉出、和閣 (圭)、和国 (園)

事務局 :武藤、柳原 (記録)

欠席 :安井、下野、横出

1.森 部会長 より、6月 4日 の拠点整備分科会議事録についてじ

この中で、東町の拠点 (仮称、東町サロン)の 必要性について、理事会 (住民)|こ理

解をして貰 うためには更に丁寧な説明が要るとい うことにな り、街角広場、運営委員

長の太田さんに、解 りやす く図式化 した資料を作つて貰った。 これをもとに 6月 18

日の拠点整備分科会で検討の上、6月 16日 の理事会に諮 るとい う説明が資料をもと

に報告 された。

① 具体的な拠点の設置場所について、旧街角広場が議論の対象になった。場所 として

は最適であるが、面積、賃貸契約にについて問題が指摘 された。

なにより、家賃負担について、今後数年間は年間 70～80万 円をこのために費やす エ

とについて理解が得 られるか。地域自治組織 として先進的に取 り組む東町の事例 とし

て今後他の町に影響を与える、税金の使い方の先例ともなる。

121そこで、東町会館東隣の交番跡地をt)う一・度検討して,よどうかとの提案があったも

現在、ここは資材置き場の条件で、タウン財団より半年ごとの再契約により無料で使

用させて貰っている。

③ 十日街角広場の賃貸契約に入る前に、交番跡地が協議会の拠″点として使わせて貰えない

か可能性を今一度確認するために交渉する。

交渉には、福岡市会議員を中心に以前借用の要請に携わった連絡協議会時代の方にお

願いすることになつた。

④ 他の候補地、東町会館一階事務室 (現在、塾に有料貸し出し、会館の運営費の源費と

なっている)旧街角広場、現街角広場は一つずつ可能性と条件を確認しながら)原番に

進めることにした。

③ 「仮称、東町ナロン」の全身となる、拠点の名称を 「東町交流室 (交流ルーム)」と

づ
~る

。           博 咽

2,環 境整備分科会

/井



武妹 riュ ェテ ィルーム運営委員長より、アナナ ト■t ト ブ〉程え年1を麦境整備分料会|こ彩

官ユ末ないか 17)抗 :尭があったし

0ま ちづ くり計画策定部会!i許可す)空をが ミッシ=レ であ り、実働キギ本
‐
“|■オい|

'1克整十警分ギ会 f 崇 J支二支特キIr |ヽ と:ギ本|十、|二主|み工1,デること!こす
｀
こ|,

0'求 境整僚部会!立 ち上!デ
ド
の準備 とt/て先ず、東町の発章の張煙を孔て歩 く !ま |〕あ

るき |を |え打する.7戸 il,■ ⅢⅢ ⅢⅢが と■か 176奉 ,こ参力!ヤと手る記■を場哉

巧る〔!ⅢⅢ
‐
歩き終 f後 ir、 |:,,11【年十章力!会|の ネ竹すttこついて話 L″合い、革i二常4ユ 会を革

足する。

町歩き実施 再 7え 15卓 (海の再)9時 集合

集合場所、コース等適時会今4f持って決める

③ f環境整備部会1に於いて、懸突の環岩ドi散オデモ事会に諮り、東町の終キを■■イ ‐
フつ―一■う角年あtヒ/ c`しヽ く。

喜)1発 境整備部会二発足後にアダブ ト,一 1準法の支!)人れ、長ナ1府、|ヤ,夫イニ店itあ
元i要請などの窓再となる。

'v都 市機構立て警え_に伴 う、を夕代介妻施設の季孜trついても

オ|(1、と中市!こ要請をiヤ‐件合i既に市長の |、とに古r石 ■ て`,、ぁ.

6月 二芝営争riド市誌ドiフカitヨモ【、【Rの 担当者な招いてく】iている工とたなっている.

今後は、Ⅲf者と連携 して協議ができるものと期待 1ンているr‐

4.ア カンヤ裾下付近の状“す千!、「」tる交追事故対抗tttつい (.

車急な対応が必要な業件なので、6月 16戸 の理事会に取 り上|ザ
「
欲 しかとの提案があっ
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まちづくり計画策定部会

拠点整備分科会代 2回 会議、議事録

2013年 6月 13日 (木)午 後 7時 ～9時  コ ミュニティールームA

出席 :森部会長、小川協議会会長、高野、寺村、出地、太田、   事 務局 :武藤、柳原 (記録)

欠席 i横山、下野、福岡、石丸

1.6月 9日 第 2回 まちづくり計画策定部会での議論を、議事録をもとに事務局、武藤氏より説明

された。

2.拠 点整備 (東郎T交流室 (交流ルーム))の 設置について、6月 16日 の理事会で説明する資料の

検討をおこなつた。 目指すイメージとスケジュール、体制を示す事 とした。

① 太 田さんの長とめた東町全体の地理的条件 と交流室の位置付けを結画 した案.

② 寺 村さんの交流室の具体的な機能と備品の配置図c

3.交 流室設置の説明資料をt)とに理事会で設置の承認を取 り付け、7月 中に設置場所を決定 し、

10月 より運用を開ナ合することとする。

4,十日交番跡は、この 6月 30日 で、更新日を迎える。現在福岡議員を中″とヽに、交流室として借 りる

再契約が可能か、交渉中である。可能であれば、交流室の設置場所に決定する。

5,旧 交番跡が可能性無 tンとなった場合は、旧街角広場の賃貸契約交渉を始める.

その際、歳脇さんに拠点整備分科会のメンバーに加わってまえるよう要請する.

6.理 事会での承認を得た後、次の分科会で拠点整備分科会の位置づけと、誰が何をするのかメン

バーの立場と役害|、責任を明確にする。

7.次 回拠点整備分科会は 6月 16日の理事会終了後に決定する。
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